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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 35,879 8.5 855 ― 563 ― 551 ―

22年3月期第3四半期 33,060 △25.2 △2,154 ― △2,326 ― △6,195 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 7.44 ―

22年3月期第3四半期 △83.49 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 58,183 19,174 30.6 240.09
22年3月期 61,183 18,967 28.7 236.77

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  17,813百万円 22年3月期  17,567百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 53,000 1.1 1,200 ― 850 ― 600 ― 8.09



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想につきましては発表日現在のデーターに基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想
数値と異なる場合があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.２「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  78,219,507株 22年3月期  78,219,507株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  4,026,598株 22年3月期  4,021,784株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  74,195,316株 22年3月期3Q  74,203,924株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、企業収益や設備投資に持ち直しの動きが見られますが、依然として

公共投資は総じて低調に推移しております。また、円高の進行や株価の変動による影響が懸念されるなど、先行き

は不透明な状況が続いております。 

  このような状況の下で、当社グループは現状の経済環境の中でも利益を出せる体制作りのため、総経費削減、人

員体制の見直し等に取り組んでまいりました。 

  これらの結果、売上高は35,879百万円（前年同期は33,060百万円で8.5%の増加）、営業利益855百万円（前年同

期は営業損失2,154百万円で3,009百万円の改善）、経常利益563百万円（前年同期は経常損失2,326百万円で2,889

百万円の改善）となりました。当四半期純利益は、特別利益に固定資産売却益501百万円等を計上し、特別損失に

固定資産除売却損72百万円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額45百万円及び投資有価証券評価損38百万円

等を計上した結果、551百万円（前年同期は四半期純損失6,195百万円で6,747百万円の改善）となりました。 

なお、当社グループの売上・利益は期末に集中する季節的傾向があり、各四半期の売上高及び利益は通期実績の

水準に比べ乖離が大きくなっております。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期における総資産は58,183百万円となり、前連結会計年度末と比べ3,000百万円の減少となりまし

た。その主な要因は、資産の部では売掛金の減少3,506百万円、固定資産の減少1,063百万円及び棚卸資産の増加

1,779百万円等によるものです。負債の部は39,008百万円となり、前連結会計年度末と比べ3,207百万円の減少とな

りました。その主な要因は、支払手形・買掛金の減少3,253百万円等によるものです。純資産の部は19,174百万円

となり、前連結会計年度末と比べ206百万円の増加となりました。その主な要因は、四半期純利益551百万円による

利益剰余金の増加及び評価・換算差額等の減少305百万円によるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22年11月８日に公表いたしました業績予想に変更はありませ

ん。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はない。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理  

（棚卸資産の評価方法） 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっている。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっている。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

（税金費用の計算）  

 税金費用については、原則として、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算している。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示している。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）

を適用している。 

  これによる、損益に与える影響はない。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用している。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は、それぞれ３百万円、税金等調整前四半期

純利益は48百万円減少している。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は53百万円であ

り、セグメント情報に与える影響は軽微である。 

  

「企業結合に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計

基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12

月26日）を適用している。 

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,384 12,020

受取手形及び売掛金 11,378 14,533

商品及び製品 5,873 5,104

仕掛品 2,062 1,676

原材料及び貯蔵品 3,797 3,172

その他 1,885 1,823

貸倒引当金 △104 △116

流動資産合計 36,278 38,215

固定資産   

有形固定資産   

土地 10,605 10,615

その他（純額） 6,875 7,538

有形固定資産合計 17,480 18,153

無形固定資産 592 721

投資その他の資産 3,831 4,092

固定資産合計 21,904 22,967

資産合計 58,183 61,183

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,422 12,675

短期借入金 1,094 1,868

1年内返済予定の長期借入金 2,752 930

未払法人税等 215 133

賞与引当金 94 203

その他の引当金 － 1

その他 3,009 2,336

流動負債合計 16,588 18,149

固定負債   

長期借入金 6,250 8,030

退職給付引当金 10,643 10,394

その他の引当金 237 243

負ののれん 194 315

資産除去債務 67 －

その他 5,026 5,084

固定負債合計 22,419 24,067

負債合計 39,008 42,216



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,640 8,640

資本剰余金 6,174 6,174

利益剰余金 2,420 1,868

自己株式 △939 △938

株主資本合計 16,296 15,745

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 347 360

土地再評価差額金 2,593 2,593

為替換算調整勘定 △1,424 △1,132

評価・換算差額等合計 1,516 1,821

少数株主持分 1,361 1,399

純資産合計 19,174 18,967

負債純資産合計 58,183 61,183



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 33,060 35,879

売上原価 24,720 25,299

売上総利益 8,339 10,579

販売費及び一般管理費 10,494 9,723

営業利益又は営業損失（△） △2,154 855

営業外収益   

受取利息 12 9

受取配当金 54 58

負ののれん償却額 162 148

持分法による投資利益 － 5

その他 121 120

営業外収益合計 351 341

営業外費用   

支払利息 182 220

持分法による投資損失 14 －

退職給付会計基準変更時差異の処理額 234 234

為替差損 49 142

その他 42 36

営業外費用合計 522 633

経常利益又は経常損失（△） △2,326 563

特別利益   

固定資産売却益 328 501

投資有価証券売却益 0 －

その他 9 13

特別利益合計 337 514

特別損失   

固定資産除売却損 44 72

訴訟関連損失 275 －

訴訟和解金 4,142 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 45

投資有価証券評価損 － 38

その他 117 5

特別損失合計 4,580 161

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△6,568 916

法人税等 △332 326

少数株主損益調整前四半期純利益 － 589

少数株主利益又は少数株主損失（△） △40 38

四半期純利益又は四半期純損失（△） △6,195 551



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△6,568 916

減価償却費 1,444 1,375

負ののれん償却額 △162 △148

貸倒引当金の増減額（△は減少） 42 △4

受取利息及び受取配当金 △66 △67

支払利息 190 225

為替差損益（△は益） △22 30

持分法による投資損益（△は益） 14 △5

有形固定資産除売却損益（△は益） △283 △428

投資有価証券評価損益（△は益） － 38

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 45

訴訟和解金 4,142 －

売上債権の増減額（△は増加） 5,197 3,109

たな卸資産の増減額（△は増加） △449 △1,900

仕入債務の増減額（△は減少） △4,444 △3,216

その他 494 690

小計 △474 658

利息及び配当金の受取額 75 71

利息の支払額 △198 △277

法人税等の支払額 △189 △170

営業活動によるキャッシュ・フロー △786 281

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △509 △648

有形固定資産の売却による収入 2,057 566

投資有価証券の取得による支出 △6 △26

投資有価証券の売却による収入 0 －

貸付けによる支出 △30 △12

貸付金の回収による収入 24 22

その他 6 146

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,541 47

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 3,640 3,504

短期借入金の返済による支出 △4,689 △4,275

長期借入れによる収入 5,700 950

長期借入金の返済による支出 △138 △907

社債の償還による支出 △3,900 －

自己株式の取得による支出 △1 △0

少数株主への配当金の支払額 △3 －

その他 △107 △54

財務活動によるキャッシュ・フロー 498 △783

現金及び現金同等物に係る換算差額 70 △131

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,323 △585

現金及び現金同等物の期首残高 10,122 11,168

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,445 10,583



該当事項はない。 

  

【事業の種類別セグメント情報】  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１．事業区分の方法    製品の種類別区分による。 

    ２．各事業区分の主要製品 照明部門……………照明用高輝度放電灯、安定器、施設用照明器具・装置、白熱

灯、その他一般照明 

光応用部門…………情報機器（道路情報装置、IT、電子部品等）、特殊用途用光

源・器具（映像用光源、水質浄化、殺菌、改質硬化、医療

他）、電子線照射装置（改質、滅菌他） 

その他部門…………電機設備サービス、当社グループ向け代理業務サービス 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。  

    ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

     (1) 北米……………アメリカ 

     (2) アジア…………中国、シンガポール 

     (3) ヨーロッパ……イギリス     

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
照明部門 
（百万円） 

光応用部門
（百万円） 

その他部門
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                    

(1） 外部顧客に対する売上高  21,541 11,333 185  33,060  － 33,060

(2） 
セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 － － －  －  － －

計  21,541 11,333 185  33,060  － 33,060

 営業利益(△は営業損失)  △531 △119 △100  △751  △1,402 △2,154

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円）
アジア

（百万円）
ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高               

(1） 外部顧客に対する売上高  29,877 2,688 412 82  33,060  － 33,060

(2） 
セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 650 23 265 －  939  △939 －

  計  30,527 2,711 678 82  33,999  △939 33,060

営業利益(△は営業損失)  △778 95 25 2  △654  △1,499 △2,154



【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）北米………………アメリカ 

(2）アジア……………中国、シンガポール、台湾、韓国 

(3）ヨーロッパ………イギリス 

(4）その他の地域……オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  

   【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

 役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

 る。 

  当社グループは、照明ランプ等の各種光源及び照明機器の製造販売事業である「照明」、光応用機器等

 の製造販売事業である「光応用」の２つを報告セグメントとしている。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△1,185百万円は、報告セグメントに配分しない全社費用1,196百万円等である。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

  

 （追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用している。 

  

該当事項はない。  

    北米 アジア ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  2,779  3,994  263  267  7,305

Ⅱ 連結売上高（百万円）          33,060

Ⅲ 
連結売上高に占める海外売

上高の割合（％） 
 8.4  12.1  0.8  0.8  22.1

  

報告セグメント 
調整額 
(注１） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注２） 照明 光応用 計 

売上高           

  外部顧客への売上高 22,450 13,428  35,879  － 35,879

  セグメント間の内部売上高又は振替高 0 －  0  △0 －

計 22,451 13,428  35,879  △0  35,879

 セグメント利益 365 1,675  2,040  △1,185 855

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



  

海外売上高 

当第３四半期連結累計期間の海外売上高は、次のとおりである。 

当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

４．補足情報

  北米 アジア ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  2,835  5,135  248  316  8,536

Ⅱ 連結売上高（百万円）          35,879

Ⅲ 連結売上高に占める海外売

上高の割合（％） 
 7.9  14.3  0.7  0.9  23.8
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